Margaret Atwood のBodily Harm に見る主人公レニーの変化 ―過去と自己の受容と再起― by 薬師 英子
―　　―277
Abstract
The fifth novel of Margaret Atwood（1939-）, Bodily Harm, is one of the most politically 
involved works of the author. The word body represents not only the physical structure of a 
person, but also the group of people, such as government or organization. Also the word harm 
represents not only physical or mental damage, but the harm in the society and morality as well. 
The story is about the main character, Rennie’s, suffering from breast cancer and her 
recuperation turning into something she never expected. It describes her conflict from physical 
damage as well as the daily consumption as a woman in patriarchal society １ . In this essay, I 
would like to focus on how men in Rennie’s life has consumed her mentally and physically. Also 
how the violence that surrounds her life changes Rennie’s perspective.
はじめに
　マーガレット・アトウッド（1939-）の第５
作目の小説となる『ボディリー・ハーム』は、
数あるアトウッド作品の中でも最も政治色の強
い作品の１つである。それは、作品のタイトル
body に「身体、肉体」という広義的な意味の
他に「団体、組織、法人」などの意味があるこ
とからも読み取れる。また、harm には「（物
質的・肉体的・精神的）損傷、傷」という意味
の他に「不道徳、悪」という定義がある２。こ
れらの定義から明らかであるように、小説『ボ
ディリー・ハーム』は主人公レニーの個人的な
身体的傷やトラウマに焦点をあてた物語である
だけでなく、社会全体の体制や不道徳や悪を描
いた作品であるといえよう。本稿では、父権主
義の社会で無意識のうちに女性であるがために
消費されてきたレニーが３、癌を患い、又、自
らとは切り離された別世界だと信じていた社会
で激しい暴力を目の当たりにすることで、忘れ
ていた過去と見失っていた自己を取り戻すまで
の姿を考察する。
１　主人公レニーの人格形成と社会との関わり
　ファッションや食文化、旅行記事などを手掛
ける主人公 Renata Wilford（パスポート上の
本名、作品中では通称 Rennie）は、旅行記事
の取材のためカリブ海にある双子島の１つ St. 
Antoine に向かう。この旅は、乳がんの手術、
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そして、同棲していた恋人 Jake との別れとい
う大きな身体的・精神的な傷を癒すための旅で
もあった。しかし、レニーが理想として思い描
いていた島は、イギリスから独立を果たし、汚
職と腐敗にまみれた現職の首相から政権を奪回
しようとする市民が反旗する初の選挙運動の
真っ只中にあった。レニーは島の政治事情から
出来る限り身を置こうと試みるが、仕事で島に
滞在している得体の知れないアメリカ人の
Paul、島の初選挙の３人の立候補者の一人であ
る Dr. Minnow、もう一人の立候補者 Prince の
恋人で神出鬼没の Lora と関わることで、内政
の混乱の主柱へと巻き込まれていく。レニーは
予期せぬ惨事に巻き込まれ、凄惨な光景を目の
当たりにし、壮絶な体験を乗り越えることで、
それまで表面的なものしか見ていなかった現実
世界の真の姿を認識し、それを世に発信しなけ
ればならないという記者としての使命に目覚め
るのであった。本稿では、主人公レニーに関わ
る人物や出来事、彼女を取り巻く社会の体制に
注目することで、レニーがアイデンティティの
模索する過程とその変化を考察する。はじめに、
レニーの人格形成の主体となる故郷グリスウォ
ルドと彼女の職業とする記者としての社会との
関わり方に注目する。
１－１　故郷グリスウォルド
　主人公レニーの女性としての社会的概念や人
との関わり、自らに降りかかる様々な出来事に
対しての捉え方を理解するには彼女の故郷
Griswold の存在が不可欠である。バプティス
ト統一教会の保守的で道徳的な体面を重んじる
グリスウォルドは人々がいかに仮面を身に着け、
女性が家父長制の排他的な社会でその役割を果
たすかをレニーの意識に刻み付けた。祖母は夫
を英雄視し、母は周囲から聖人のようだと言わ
れるほど社会や家庭に献身的であった。しかし、
レニーの記憶や夢に現れる祖母や母、叔母たち
は世間から尊敬の目で見られる人物像とはほど
遠いものだ。記憶の中にある祖母は怒りを隠し
微笑みながら、恐怖で足にしがみつくレニーを
引きはがし４、晩年には認知症を患い自分の手
を探し徘徊する。母は夫に見捨てられ、祖父母
が亡くなり、家族の世話をする必要がなくなっ
た後もグリスウォルドに縛られている。家の調
度品はどれも代々受け継がれてきたもので、そ
こにはその傷つき壊れやすい遺産を引き継がな
くてはならない責任がある。レニーはこの妥協
と偽善、束縛に満ちたグリスウォルドから逃れ
るため、大学に進学し、卒業後も都市で記者と
して働く道を選ぶ。祖母や母をはじめとするグ
リスウォルドの女性像とは対照的な存在であろ
うとするレニーは手に職を持ち、家庭や子供を
持つことも望まず、何かを所有することに執着
を持たず、物事に妥協することを嫌う。そして、
古く歴史を持つもの、朽ち行くものに嫌悪感を
持ち、何かに縛られることに強い拒絶を示す。
しかし、実際には記者という仕事、恋人や友人、
旅行先のセント・アントワン島やそこで関わる
人物の誰もが故郷グリスウォルドを象徴する存
在なのだ。レニーは癌を患い、身体的な犠牲者
となることで、自らをグリスウォルドの脆く朽
ちていく調度品や祖母のような姿と重ね合わせ、
初めてそのことに気づくのだ。それまで、幽体
離脱をしているような感覚を持ち、身体を精神
の「不気味な双子５」と捉えていたレニーが身
体的・精神的な傷を負うことで、自己という感
覚を取り戻していく。
１－２：記者としてのレニー
　グリスウォルドからの大きな影響を得たレ
ニーは、記者という世に真実を伝える仕事に携
わっているにも関わらず、表面的でどこか閉鎖
的な視点を持っている。その要因として、レニー
が幼少期にグリスウォルドで身に着けた３つの
生きるための知恵が挙げられる。それは、いか
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に静寂を保ち、口を慎み、実際に触れることな
く物を観察するかということだ６。さらに、レ
ニーは人目を引かない化粧と服装を身に着け、
見えない存在になることが記者としての重要な
要素だと考えている７。記者であるにも関わら
ず、レニーは物事の核心を追及するのではなく、
常にただの傍観者であり、編集者や読者が望む
ような記事を書くことに徹する。レニーが撮っ
た写真やタイトルが採用されず、変更されても
レニーは何の抵抗もなく当然のようにそれを受
け入れる８。常に受動的で客観的であるレニー
は、自分が乳癌を宣告された帰り道にさえ、当
事者としての視点ではなく、まるで一つのトレ
ンドのようなタイトルをつけた癌をテーマにし
た記事を考える９。レニーとって、記者として
仕事は真実を伝えるものではなく、読者を楽し
ませるエンタテイメントでしかないのだ。
　レニーの書く記事はどれも雑誌社に依頼され
たものばかりで、内容も流行のファッションや
レストラン、旅行など深刻な社会問題や政治と
はかけ離れた差し障りのないような記事ばかり
だ。ファッションやレストランなどライフスタ
イルのトレンドという「見せかけ」の記事ばか
り扱うレニーは、家父長的社会のグリスウォル
ドから離れたにも関わらず、結局は自らが男性
中心の社会が作り上げるメディアの発信者とし
て消費社会の拡散に加担しているのだ10。都心
という故郷とは異なる環境で生活することで、
「見せかけ」の服装や立ち振る舞い、言動を装っ
ていたグリスウォルド11から解放されたと思い
込んでいるレニーだが、実際には形を変えただ
けで何も変わっていないことに本人は気づいて
いない。さらにレニーは、自分は人の見せかけ
に制約されたくないと主張しながらも、常に人
を外見で判断しているのだ。作品中では恋人
ジェイク、ダニエル、ポール、セント・アント
ワン島へ向かう飛行機で出会うドクター・ミノ
ウ、友人の Jocasta にセント・アントワン島で
出会うマースデンやローラなど、レニーは必ず
彼らの服装を観察する12ことでその人物像を判
断する。物語の終盤でレニーとローラが数日間
に渡り投獄され、衣服という「見せかけ」を失
うことでレニーはようやく目には見えない内面
的なものや、それまで傍観者として関わりを持
とうとしてこなかった現実社会に当事者として
生まれ変わるのだ。
２　レニーを消費する男性たち
　作品中にはレニーと恋愛関係を持つジェイク、
ダニエル、ポールの３人の男性たちが登場する。
一見、恋愛というとロマンチックな響きを持っ
ているが、アトウッド作品において恋愛とは男
女の力関係を示している13。力関係となれば、
必ずどちらかかが強者・勝者であり、もう一方
が弱者・敗者となる。恋愛という「見せかけ」
に隠され、レニーは自分が弱者・敗者として恋
人ジェイクやダニエル、ポールの「男性らしさ」
という幻想を保つために、日常的に消費されて
いる14ことに気付かない。身体・性という最も
個人的なものを消費される姿を描くことで、男
性中心の国家や社会構成を詳らかにするという
手法はアトウッド作品の特質の一つである15。
つまり、レニーが男性優位の社会概念の元で恋
人に消費されているということは、個人として
だけではなく、家父長権社会の犠牲者であるこ
とを示している。ここでは主に長年の同棲相手
であったジェイク、主治医としてレニーの癌の
手術も担当したダニエル、旅行先のセント・ア
ントワン島で出会うポールの３人に注目し、レ
ニーとの関わりを考察する。
２－１：恋人ジェイク
　レニーと同棲生活を続けていたジェイクは容
姿端麗で30歳で起業できる力を持っているほど
仕事にかけても有能な人物だ。ジェイクは商品
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の包装デザイナーだが、彼はデザインだけでな
く、商品の容器やその包装、広告まですべてを
手掛ける、まさに消費者のニーズを心得ている
人間なのだ。消費者のニーズとは父権社会の中
で無意識のうちにあらゆる商品に埋め込まれて
いる「男性らしさ」や「女性らしさ」というイ
メージだ。彼の仕事が象徴している通り、ジェ
イクはレニーと同棲を始め、壁紙、家具、観葉
植物といった家の内装を終えると、レニーの改
装に着手する。レニーのほほ骨が魅力的だと褒
めて強調するように扇動し、派手な下着をプレ
ゼントしては「それこそ君の本当の姿だ16。」
と褒めそやしレニーを自分好みに包装するのだ。
時には、新聞紙から切り取った文字で奇怪で卑
猥な手紙を送ったり、玄関ドアではなく非常階
段を使って窓から家に侵入したり、クローゼッ
トから飛び出してレニーを驚かすこともした。
レニーは、精神主義で偽善者ぶる故郷グリス
ウォルドと対極的な自己中心的で暴力的な面に
魅了され、ジェイクと恋に落ちる。しかし、ジェ
イクが求めているものとは父権社会で男性が理
想とする女性であって、その形に多少の違いが
あれ、ジェイクは家父長制度のもと女性を支配
しようとする故郷グリスウォルドの男性そのも
のなのだ。棚や冷蔵庫の中のものが空になって
も、ジェイクは空き箱を元あった場所に戻すだ
けで、空き箱の処分と補充は女性であるレニー
の仕事だ。レニーが癌を宣告され、手術が決まっ
た時も、絶望して泣く相手を抱き寄せ、慰め役
になるのは母性を求められるレニーの役割とな
る。その姿は外では完璧な医師としての姿を見
せる一方、一切の家事を祖母に任せ、身体的に
も精神的にも衰弱した晩年には子どものように
祖母や母たちに世話を任せていた祖父と重ねる
ことができる。
２－２：主治医ダニエル
　乳癌の手術前までは年も離れていて、顔もう
ろ覚えで全く恋愛対象とは考えていなかったレ
ニーだったが、術後、目を覚ました際初めて目
にした人物であるダニエルに惹かれる。恋人
ジェイクやそれまでレニーが出会った誰とも異
なり、利他的で謎めいた人物であるダニエルは、
術後に精神的にも肉体的にも傷ついたレニーの
支えであった。他の男性とは違いダニエルはレ
ニーに選ぶ選択権を与えてくれた。しかし、ダ
ニエルには家庭があり、夫として、父として、
息子として、さらには医師としての義務も果た
すために常に時計を見ている17。また、与えら
れた選択肢も手術を選ぶが、死を選ぶか、肉体
的な関係を持つか、持たないか、いずれにして
も選択の余地がないような決断ばかりだ18。謎
めいた一面を持ち医師であるダニエルは、幼少
期に実際に見ることのなかった祖父の家の外で
の姿そのものだ。レニーは昼食を共にし、手を
つなぎ合うだけの名前をつけることも出来ない
２人の関係に限界を感じた時、ダニエルがグリ
スウォルドそのもののような存在であることに
気付く19。ダニエルは真面目で、どこまでも正
直で、自分ができないことをしっかりと把握し
ている、まさにグリスウォルドの平凡で堅実な
人間像だった。そして、支えとしていたダニエ
ルの手が、余命わずかの病人の肩に置き慰める
手であると同時に人を切り刻む手でもあること
に気づかされる。つまり、ダニエルも精神的に
も身体的にもレニーを消費する男性の１人なの
だ。心のどこかでダニエルの手が救いの手であ
ることを願っていたレニーだが、その手が自分
を救ってくれる手ではないこと悟る。また、最
終的に一度だけ肉体関係を持つが、レニーはま
るでレイプされたかのような感覚を覚える。医
師であった祖父や病人の慰める祖母の手、実直
で偽善的なグリスウォルドの人間像を象徴する
ダニエルとの関係に暴力性を感じたレニーの心
情から、幼少期のグリスウォルドで記憶の奥に
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閉ざされた何らかの暴力的な過去があったと考
えることができる。
２－３：セント・アントワン島のポール
　セント・アントワン島で出会うアメリカ人の
ポールもダニエルと同様に謎めいた人物の一人
だ。セント・アントワン島滞在初日、レニーの
滞在するホテルのレストランでレニー以外の唯
一の客であったことで２人は会話を交わすこと
になる。ポールは元々アメリカの農業産業省の
農学者としてセント・アントワン島に派遣され、
引退後は船を所有し、観光客に貸し出す仕事を
していると話す。しかし、実際には船で武器の
密輸を斡旋し、島の政治的な抗争に深く関わり
を持つ人物なのだ。セント・アントワン島の双
子島であるセント・アガテ島にあるポールの家
には彼の過去を語るようなものは何もなく、海
に向けられた望遠鏡と壁に貼られた地図以外は
殺風景な空間だ。作品中で注目すべきは、ポー
ルがレニーと彼の自宅に向かうまでの描写であ
る。道の両脇には小さな家々が並び、模様がプ
リントされたワンピースを着た女性たちが玄関
先に腰掛け、通り行くポールに軽く会釈をする。
彼らはポールとレニーの姿を目に留めるが、監
視するように目で追うことはない。髪にりぼん
や花を飾り、白いワンピースを着た15 ～ 16歳
の少女たちは不自然とも感じるほど古臭い洋服
を身に纏い、３パートに分かれた讃美歌を歌っ
ている20。この様子はレニーが幼少期、クリス
マスの時期だけにグリスウォルドに帰って来る
父と近所の通りを歩く場面と酷似している。
　レニーの父は、レニーが生まれて間もなくト
ロントに退役兵として無償で大学に通い、化学
技術を学んだ後、そのままその地で職を得た。
母は祖父母の介護を理由にグリスウォルドを離
れることができないとレニーに話していたが、
小学６年の時、同級生が父はトロントで他の女
性と暮らしているという噂をしているのを耳に
し、レニーはそれを事実として受け止めた。父
はレニーが13歳になり、母がその事実を告げる
まで、クリスマスだけレニーに会いに戻ってき
た。２人が通りを歩く姿を目にした隣人は、レ
ニーの家庭の事情をしりつつ、あからさまに様
子を窺うことを慎もうとする。
　この２つの描写がぴったりと重なるように酷
似していることや、レニーの父もポールも故郷
から離れて生活していること、長年の不在で全
く実態のない父と同じようにポールの家にも生
活の実態がないこと、ポールも以前は家庭を
持っていたが、すでに疎遠であることなどを考
えると、ポールがレニーの父の象徴であること
は明らかだ。
　さらに注目すべき点は、ポールの家に置かれ
た望遠鏡の存在や、サングラスをかけたポール
から受ける顔のない見知らぬ人物であるかのよ
うな印象21がたびたび描写さている点だ。望遠
鏡や顔のない見知らぬ人物とは、留守中にレ
ニーの家に侵入し、寝室にロープを残していっ
た侵入者のことだ。つまりポールは、直接的で
はないが、レニーが自宅に侵入者が入った時か
ら恐れていた恐怖や暴力をレニーもたらす張本
人なのだ。武器の密輸や島の政治闘争に関わっ
ているポールは、記者として島に訪れたレニー
が CIA の可能性があることを疑い、ローラの
力も借り、レニーの素性を探ろうとする。結局
は、ポールや選挙の立候補者の１人であるプリ
ンスの恋人でもあるローラと関わり持つことで、
レニーはセント・アントワン島の監獄に投獄さ
れることになる。水に濡れ横になることも出来
ない半地下牢は、昼になると格子から光が差し、
蒸発するバケツの中の尿や何日も入浴していな
い自分たちの体臭が充満する。一日に３回、残
り物のようなわずかな冷えた食べ物と嫌がらせ
に塩が入れられた紅茶のような水分がバケツで
配給される。夜になると誰かが拷問されている
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かのようなさけび声が聞こえ、レニーは悪夢に
苛まれる。絶望的な状況の中で、時が来れば解
放されるという漠然とした希望を抱きながら、
レニーとローラは互いの過去を語り合いながら
正気を保ち続けようとする。そんな状況の中で、
２人はポールが助けに来てくれることはないと
いうことを暗黙の了解としている。自分は「取
引上手22」と称しているローラでさえ、結局の
ところはレニーと同様にポールに消費されてい
ただけなのだ。レニーはそれまで自分を取り囲
んでいた社会と断絶し、見せかけや建て前が全
く通用しない状況に置かれることで、初めての
自分の真の姿と向き合うことになる。
３　社会的部外者として生きるレニー
　トロントでも、セント・アントワン島におい
ても作品中でレニーは常に女性、独身、白人、
カナダ人、レポーターである故に社会から「部
外者」として扱われる。これは、家父長的家族、
社会、国家において常に女性が「第二の性」と
して見られ、社会から疎外される犠牲者である
ことを示しており、他のアトウッド作品におい
て も み ら れ る 傾 向 で あ る23。 作 品 中 で は
exempt24という言葉で、レニーが社会から切り
離されることを強調しているが、「部外者」で
あることはレニー以外の登場人物たち、男性も
含め、例外ではない。同じカナダ人や島の出身
であっても、性や職業、出身地、年齢、外見、
結婚歴など様々な視点において、誰しもが何ら
かの「部外者」であるのだ。作品中ではレニー
が「部外者」であることこそが、レニーが他者
との共通点を見出し、自らのアイデンティティ
を見出す鍵となる重要な要素となっている。こ
こでは、レニーが部外者として描写されている
場面に注目する。
　レニーは雑誌の編集長から「成功を収めた女
性」という特集で女性判事を取材してほしいと
依頼される。政治などの込み入った分野を得意
としないレニーは、バレーダンサーや詩人、靴
のデザイナーにチーズ会社の社長と他の多くの
対象者がいるなかで、なぜ自分が判事の担当な
のかと多少の不満も感じながらもしぶしぶと取
材に向かう。レニーと一つしか年の違わない判
事は２人の子どもと優しく協力的な夫に恵まれ、
レニーの全ての質問に対して完璧な答えを持っ
ている人物だった。レニーは取材を進めるほど
に、まるで自分個人の未熟さや無知、無力さを
非難されているかのように感じ、編集長に辞退
を申し入れる。すると編集長は、判事に密着取
材を申し込み、洗面所の薬棚をあさってでも彼
女の粗を見つけるようにと助言する。本来なら
ば同じ女性として判事を賞賛し、自らを鼓舞す
るような肯定的な感情を抱くべきでありながら、
レニーは彼女と自分を比較し、劣等感を優先し
てしまう。それは父権社会の中で、女性が常に
男性の理想とする「女性らしさ」という価値観
を押し付けられ、値踏みをされていることから
の無意識の反応であろう。また、編集長も同じ
女性で女性の活躍や生活の充実を促進する立場
でありながら、女性を非難するようにレニーを
けしかけるのだ。女性は同じ性の中にいながら
も、同性という仲間意識を高めるのではなく、
ライバルとしてけん制し合う対象でしかない。
　女性が社会で常に第二の性として見られてい
るのが顕著な描写として、彼女たちが独身であ
ること知った時の男性たちの対応にある。ジェ
イクとの同棲が破綻して間もなく、留守中に何
者かがレニーの家に侵入する。侵入者の通報を
隣人から受け、レニーの帰宅を待っていた２人
の警察官は彼女が独身であることが事の一旦で
あるかのように問いかける。「一人暮らしなん
だね？」「お風呂に入るときはカーテンを閉め
てる？」「男性を家に招くことは多いの？」「違
う男性なの？ 25」とまるで侵入者をレニーが招
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き入れたかのような尋問が続く。また、セント・
アントワン島に向かう飛行機の中では、隣の席
に居合わせた島の首相選挙の立候補者であるド
クタ ・ーミノウに、会話の途中に藪から棒に「ご
主人は？ 26」と質問される。性的な対象として
見られているのかと警戒するレニーは「同行は
していないの。」と質問をはぐらかす。しかし、
ドクター・ミノウが「おそらく後からご一緒さ
れるのかな。」と心配そうにレニーを窺う様子
を見て、レニーはようやく彼が純粋にレニーの
身を案じているのだと理解する。また、島の町
では「今夜何時に待ち合わせる？」などとやじ
を飛ばされ、常に好奇の目を向けられる。女性
は彼女たちを保護する夫や特定の恋人がいなけ
れば、未防備で不完全な存在であると同時に、
何らかの欠陥品であるかのように欠点を点検さ
れるのだ。
　さらに、セント・アントワン島に降り立ち、
入国審査を待っていると２人組の男性警察官の
１人が真っ先にレニーの元にやって来てダンス
パーティーのチケットを買わないかと催促する。
レニーからカナダドルを渡された警察官はニヤ
リと笑いながらレニーに礼を言い、列に並んで
いる他の人には誰にも声を掛けずに戻っていく。
白人で、女性、独身であるレニーは一目で見極
められてしまう弱者なのだ。翌日には、同じ白
人女性であるローラと一緒にいながらも、また
もレニーだけが警察官からダンスパーティーの
チケットの購入を迫られる。レニーがすでに一
枚持っていると答えると、警察官たちはダンス
をするためには一緒に踊る男性の分のチケット
も必要だろうとニタニタと薄笑いを浮かべなが
らチケット代を請求する。レニーは白人、女性、
独身、観光客という４つの「部外者」要素から、
社会的弱者とみなされ標的となる。
　また、セント・アントワン島に現存する最も
古い教会には、初期：セント・アントワン島出
身の作者不明の画家が描いたとされる絵画が飾
られている。聖アントニオの砂漠での試練の一
場面を描いたものだが、そこに描かれている悪
魔は女性として描写されている。女性は資本主
義の消費社会で商品化され、第二の性とされて
いるだけではなく、教会という神聖な場所でさ
えも man、「人間、男性」に害をもたらす存在
として潜在意識に植え付けられるのだ。
４　レニーを取り巻く暴力の存在
　次に、作品のタイトルでもある harm：傷、
損傷、害を象徴する力の描写を考察する。作品
中にはレニーに対する個人的な暴力と、社会に
おいての公的な暴力が描かれている。前者に関
して言えば、まずは癌というレニー個人に対す
る肉体的な害がある。ここで、レニーの患う癌
が女性特有の乳癌であること、またより心臓に
近い左乳房であることも注目すべき点だ。また、
レニーの寝室にロープを置いていく侵入者の存
在も挙げられる。侵入者がレニーに与えようと
していた身体的な暴力が、ロープが置かれてい
た場所が寝室であることからレイプという性的
な暴力であることは想像に難くない。この癌と
侵入者の出現で身体的・精神的な傷を負ったレ
ニーは、記憶の断片から徐々に故郷グリスウォ
ルドの幼少期の体験を思い出す。閉じ込められ
た暗い地下室の階段から登ってくる何かに襲わ
れるような、得体の知れない恐怖。そして、祖
母や母、叔母が英雄視し、暴力的な一面があっ
たとする絶対的な存在からは想像できない、幼
い子どものように身の回りの世話をされる無力
な祖父。つまり、顔も名前もない得体の知れな
いは侵入者とは、レニーの心に残る祖父なのだ。
具体的に幼少期に暴力を受けたとされる描写は
明確にされていないが、祖母や母に対する極度
な嫌悪感や、実体のない人物に対する激しい恐
怖感から、過去に何らかの暴力的な体験をした
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ことが想像できる。
　もうひとつの harm として、父権社会におい
て女性に対する社会的な害の描写である。侵入
事件後、レニーは顔のない犯人の存在に悩まさ
れる。通りですれ違う男性が侵入者だったので
はないかという恐怖感を抱くようになり、自分
の顔がぼんやりとぼやけて変形し、言葉では説
明できない誰かに支配されているかのような感
覚を覚える。窓の鍵を付け替えても誰かに監視
されているかのような感覚は消えず、やがて自
分が身体から抜け出し、望遠鏡で自分を覗いて
いるかのように錯覚する。ここには、乳癌で乳
房という女性を象徴する身体の一部を失ったこ
とで、男性社会の求める「女性らしさ」を失い
葛藤するレニーの心情が現れている。さなにレ
ニーは悪夢に苦しみ目を覚ますと、隣に誰が寄
り添って寝ているかのように、人の手足を感じ
る。セント・アントワン島のホテルでの虫よけ
ネットも侵入者がベッドの上に残していった
ロープを彷彿とさせるものであり、寝ている間
に体に張り付く蚊帳は顔のない侵入者が身体に
巻き付いているようだ。ロープは男性社会で女
性として仕事や発言、服装などあらゆる面で制
限される実態の象徴として描かれ、侵入者の影
はセント・アントワン島の新聞や外出中のホテ
ルの部屋にも表れる。
　さらに、作品を通してレニーやローラ、ドク
ター・ミノウやプリンスに及ぶ暴力の描写であ
る。作品の冒頭から、侵入者の報告を受けレニー
に家を訪れる警察は初めから威圧的な態度でレ
ニーに非があるように尋問する。セント・アン
トワン島の警察はレニーにダンスパーティーの
チケットを押し売り、無力のホームレスの聾唖
男性に執拗な暴力を重ねる。牢獄ではローラに
偽りの情報を教え、煙草やガムと交換に性的搾
取を繰り返し、最終的には凄惨な暴力を加える。
さらに、セント・アントワン島の選挙に挑んだ
ドクター・ミノウとプリンスは抗争に巻き込ま
れ殺されてしまう。このように、絶対な支配権
と権力を持つ警察や政府の不正や悪を描くこと
で、日常社会で見え隠れする抑圧を明らかにし
ている。
５　過去と自己の受容と再起
　最後に、作品を通して登場人物たちの描写に
必ず取り入れられている身体的な「手」が示唆
しているもの、レニーの人格形成に大きく影響
したグリスウォルドの過去の受容、レニーの分
身ともいえるローラの死を通して自己の再起を
果たすまでを検証する。
５－１：アイデンティティとしての「手」
　作品中で最も重要な意味を持つ場面の１つは、
故郷グリスウォルドの祖母が現れ、自分の両手
がないと訴える夢の中での「手」の描写だろう。
医師である夫を献身的に支え、自らの感情を律
し、厳格であった祖母は晩年、支離滅裂な言動
をしてはレニーの母を悩ませていた。祖母は「私
の手はどこ？」と手を宙に掲げてレニーに問い
ただし、レニーが「腕の先についているでしょ。」
と答えるともどかしそうに「違う。これではなく、
物に触ることができた以前の私の手よ。27」と
答えるのだ。祖母にとって手は家事や庭の手入
れ、子育てを完璧にこなすだけではなく、敬虔
な信者として病を患っている者、親しい人を失
い絶望する者を慰めるために添える労りの手で
もあった。老いてその手の身体的な能力を失う
ことは、精神を患うことに直結している。それ
は医師としての役割を果たした後、それまでの
気性や威厳を無くした祖父も同様だ。しかし、
ローラに対しての激しい暴力を目の当たりにし
た後、夢に出てくる祖母と母の関係は大きな変
化を見せる。いつもの夢と同じように祖母は自
分の腕のありかをレニーに求めてくる。レニー
は力なく、宙にだらりとぶら下がる祖母の手に
―　　―285
触れることに恐怖を感じ、自分の腕を後ろに隠
す。祖母が子どものように泣き出すと、そこに
買い物袋を抱えた母が帰宅する。グリスウォル
ドの慣習に縛られ、自分の意見など一切持って
いないと思っていた母が「今になってもまだ自
分が何をすればいいかわからないの？」とレ
ニーに言い放ち、「ここにあるわよ。」と語りか
けながらしっかりと自分の手で祖母の両手を包
み握りしめるのだ。この場面に、アトウッド作
品に登場するすべての女性たちに共通する行動
が読み取れる。それはアイデンティティを模索
する社会の犠牲者でもある彼女たちが、他社を
理解することで自己理解を深める28という過程
だ。祖母、母、故郷、過去を受け入れることで
自己を受け入れる、と同時に、手で仕事をする
記者であるレニーの手に感覚・力が宿り、表現
の自由と真実を語る力を取り戻すのだ。
　「手」がレニーとその人物の人間関係を鮮明
に表している描写は作品を通して度々登場する。
レニーの乳癌手術の執刀医であるダニエルとは、
その関係は全て手を通して成り立っている。レ
ニーの乳癌を摘出する医師の「手」として、二
人の関係は始まる。ダニエルは手術後、まだ麻
酔の覚めきっていないレニーの手を握り、心配
そうに見つめ語りかける。２人は体ではなく、
手を重ね合わせることで心を通わせる。レニー
はダニエルの手を触れられることですべてが変
えられる魔法の手であると信じ、完全な信頼を
寄せるのだ。しかし、その手はレニーだけでは
なく他の女性患者たちに優しく触れる手でもあ
り、生きている体を切り刻む手でもある。ダニ
エルの魂は手に宿り、その手を切り落としてし
まえば彼は死人同然だとレニーは認識する。
　レニーを窮地から救う「手」はダニエルだけ
ではない。聾唖の老人から何を求められている
のか分からず必死の形相で逃げるレニーを救い
出すのはポールの「手」だ。また、船酔いに効
果があるとして、物であるパンを渡すローラに
対し、ポールはカクテルと塗装されていない山
道の運転に車酔いしたレニーの背中に優しく手
を当てる。ポールは４隻の船を所有していると
伝えるのと同時に、所有権の偽名行為「owner 
piracy」が絡んでいると話す。その話が真実か
どうかを探るために、レニーはポールの手を観
察するのだ。
　プリンスの祖母である Elva の「手」もレニー
を強く惹きつける存在だ。エルバはレニーが両
手で抱えながら引きずるのがやっとであった箱
を容易に持ち上げ、片手で支えてしまう。観光
客の１人が足の裏をウニに刺されると、エルバ
はライムとろうそくを使って有無を言わさず独
自の治療を始める。そエルバは自分の手には祖
母から受け継いだ能力があるのだと主張する。
その様子を見て、「古臭いペテンよ。」と言いな
がら、ハンマーのような親指には近寄りたくも
ないとエルバの治療を相手にしないローラを他
所に、レニーは何も怪我をしていないにも関わ
らず、自分の足を差し出して、治療を施してほ
しいという衝動にかられる。レニーはエルバの
不思議な魔力を備えた手で、奇跡的に、何もか
もを治癒してもらいたいと願うのだ。
５－２：グリスウォルドの過去と受容
　乳癌、恋人との別れを受け、女性そして独身
であることから逃れようとセント・アントワン
島に逃避行するが、セント・アントワン島は祖
国カナダを象徴していているだけでなく、まさ
に故郷グリスウォルドそのものなのだ。カナダ
と同様にセント・アントワン島もイギリスを元
宗主国とし、その影響は大きく、支配感からは
解放しきれていない。また、アメリカ大陸の北
部という未開の自然を抱える地理的辺境、かつ
ての宗主国イギリスによる文化的支配、政治・
経済面における隣国アメリカとの圧力と脅威、
そして内部における英語圏とフランス語圏（ケ
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ベック）との対立関係など、カナダには「辺境」、
「境界領域」というイメージが常につきまとっ
ている。そのカナダ同様、北アメリカと南アメ
リカの間に点在するセント・アントワン島は未
開の地であり、ハリケーンといった自然の脅威
にさらされ、地理的にも孤立し、辺境の地でも
ある。また、近隣国ウェネズエラがアメリカの
石油輸出三分の一を占めているという点におい
ても、隣国大国アメリカの影響を大きく受けて
いるという共通点がある。そして、国内で現政
権と反政府の対立がある点も英語圏とフランス
語圏との内争を常にはらんでいるカナダと共通
する。さらに、セント・アントワン島の双子島
セント・アガテ島は故郷グリスウォルドと同じ
ような風習と光景が広がる。女性に対する暴力
が容認され、教会の壁画に描かれている悪魔が
女性の姿をしているように、女性は軽視され、
その居場所は家庭のみに限られる。夕方になる
と同じ制服をきた少女たちが下校する姿があり、
家々の玄関には女性たちが腰かけ、どこからと
もなく讃美歌が聞こえる。ミノウ氏の通夜には
女性たちが食べ物を持って集まり、夫を亡くし
た妻に慰めの声をかける。その様子は夫を失っ
た未亡人を慰め、食べ物を持ち寄るグリスウォ
ルドの慣習と全く同じだ。レニーはグリスウォ
ルドや生活の拠点であるトロントから逃避した
にも関わらず、結局は全く同じ環境に置かれて
いることに気付く。そして、セント・アントワ
ン島での現実を見つめ、過去を受け入れること
でアイデンティティを確立するだ。
５－３：ローラの死と自己の再起
　セント・アントワン島で知り合うローラは、
常に女性としての体形を強調する服を身に纏い、
ずけずけと物を言い、「タダ（無料）乗り」をモッ
トーし、グリスウォルドの理想とする女性像と
は真逆の人物である。故郷を反面教師とし、対
照的な物事や人物に惹かれるレニーもローラに
は辟易とする29。ローラが身の上話をしていて
も、レニーの耳には全く入らず、無声映画のよ
うにローラの口が開いたり、閉じたりするのを
ながめ、煙草好きのローラのニコチンで汚れた
歯を無関心に観察する。ローラが「私の人生に
ついての本を書いてみたら？」と提案すると、
レニーは瞬時にしてローラに対しての興味を失
い、彼女との会話に退屈を覚える。そして、レ
ニーは雑誌の企画でローラの化粧や髪形、服装
のイメージチェンジをし、彼女に口を慎むこと
を学ばせることを想像する30。一見、レニーと
は似ても似つかないようなローラだが、実はレ
ニーと多くの共通点を持っている。この２人は
女性であることを始めとし、共にカナダ出身で
あり、セント・アントワン島においては少数派
の白人、部外者でもある。２人の生い立ちにも
多くの共通点が存在する。ローラは幼少期、母
の同棲相手（後の継父）ボブがビルの管理人と
して雇われていたため、管理するビルの地下室
を住まいとしていた。夏でも暗く、ボブの飼っ
ている猫の尿の臭いがしみついた地下室に嫌悪
感抱くローラと同様に、レニーも幼少期に何か
悪いことをして閉じ込められたという記憶から
地下室に強い恐怖感を抱いている。また、ロー
ラは４歳の時に父と死別していて、生まれて間
もなくトロントの大学に行き、そのままクリス
マス以外には会うことはなかったレニーの父と
同様に、父の不在を経験している点でも共通し
ている。さらに、ローラは母の再婚相手となる
ボブからベルトで叩かれるといった虐待を受け、
最終的には継父の性的虐待から逃れるために家
を出ることになった。明らかには記されていな
いが、気性の荒かった祖父の過去、ひたすらに
何かを隠そうとする祖母と母、叔母たち、学生
時代には虐待に関心を抱いていたこと、常に顔
を持たない何者かの存在に怯えている様子から
レニーも幼少期祖父から何らかの虐待を受けて
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いた可能が強い。このことから、身内からの虐
待と故郷からの逃避という大きな共通点が見い
だせる。これらの共通点から導き出せるように、
ローラはレニーの分身ともいえる存在なのだ。
その分身とも言えるローラが看守の暴力を受け、
襤褸衣のようにうち捨てられると、レニーはそ
れまで触れることも、触れられたくもないと強
い嫌悪感を抱いていたローラの手を両手で取り、
強く握るのだ。物語を通して、それぞれの人物
のアイデンティティとして描かれてきた「手」
を取ることで、レニーが分身であるローラ、つ
まりレニー自身のアイデンティティを受け入れ
たことを示唆している。
　実際にレニーが声に出してローラに語ってい
る一人称の言葉が事実で、三人称の語りはレ
ニーの心情であると捉える31とすると、壮絶な
暴力を受け、全く動かなくなったローラが実際
に“Oh God,”と呟いたかは確信できない。また、
身動きひとつしないローラの左胸に耳を当てよ
うとするが、それを躊躇うレニーの様子から、
おそらくすでに絶命している可能性がある。こ
の分身であるローラの死が、それまでのレニー
の死を象徴するものであり、また、事実を世に
知らせなければならないとレニーを決心させる
出来事なのだ。それまで、何事に関しても部外
者でしかなかったレニーが当事者になり、初め
て自らが体験したことを自らの言葉で語ろうと
する瞬間である。
おわりに
　This is how I got here, says Rennie32.　とい
う一文で始まるこの小説は、セント・アントワ
ン島にたどり着くまでのレニーの人生を過去形、
島での出来事を現在形、ローラが凄惨な暴力を
受けてからがレニーの一人称を用いて未来形で
描かれている。未来形で綴られている文章にあ
るように、レニーが無事に牢獄から助け出され、
カナダに戻ったのかは定かではない。しかし、
そこにいるのは、それまで幽体離脱しているか
のように身体からも現実社会からも切り離され
ていたレニーではないことは確かだ。レニーが
無事にカナダに帰国し、セント・アントワン島
での出来事を記者として語ったのかどうかを判
断するのは、読み手がレニーの体験した事柄が
現代の私たちの社会にも通じるものなのか、そ
れとも全く実在しない空想世界の物語として捉
えるかによるのだろう。
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